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北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
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● 4 月 1 日
　 〜 12 日

● 4 月 19 日
● 4 月 19 日

〜 5 月 23 日
● 4 月 23 日

　 〜 24 日
● 5 月 16 日

　 〜 17 日
● 5 月 24 日

事務職員新人研修

評価者研修
事務職員就職説明会

新任管理者研修

事務部長・看護部長等会議

九州地区病院長会議

携帯していた人工呼吸マスクで人命救助
～ ICLSコース受講の成果～
	

久留米総合病院　４階病棟看護師　下川 くるみ

　平成 30 年 12 月某日、福岡空港の一角で「体調が悪そう」と言いなが
ら通り過ぎる人達の中、何があったのだろうと駆け寄ると呼吸停止、心
停止している男性が倒れていました。すぐ持参していた携帯用人工呼吸
マスクを使用し胸骨圧迫を開始しました。その頃にグランドスタッフが
救急要請とAEDの準備をしていました。私はスタッフに指示を出しなが

ら 20 分ほど胸骨圧迫、人工呼吸
を行い、救急隊の到着後アドレナリン投与と気管挿管の介助、
点滴確保を行いました。
　同年 10 月に当院で開催された ICLS（医療従事者のための
蘇生トレーニング）コースを受講しており、今回使用した携
帯用人工呼吸マスクは「もしも何かあったら。」という思いで
用意していたものでした。身につけた知識がこの現場に活か
せることができ、「受講していてよかった。」と感じた瞬間で
した。
　後日、博多消防署よりお礼の電話をいただき、感激しました。

理事長が初めて参加して JCHO 松浦
中央病院の開院に向け 14 病院長と
意見交換を行いました。

新任管理者研修

事務部長・看護部長等会議
会議風景（左）、理事長挨拶（右）

NEWS
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新任院長メッセージ

　４月１日に後藤 英司先生の後任として横浜保土ケ谷中央病院院長に着任さ
せていただきました池 秀之と申します。私は東京目黒区に生まれ育ち、昭和
54年に横浜市立大学を卒業し、横浜市立大学第二外科に入局しました。癌研

外科、大学、関連病院で修練後、大学に 12年間、済生会横浜市南部病院に 14年間勤務し、お世話になるこ
とになりました。今まで、消化器外科、特に大腸癌の外科治療、内視鏡治療を行ってきました。着任して、
辞令交付式の時に私は職員の方に「挨拶をしよう」、「時間を守ろう」、「仕事中の挨拶でお疲れ様はやめよう」
と３つのことをお話ししました。患者さんに対しても、職員間でもコミュニケーションは挨拶から始まると
思います。また、仕事をきちんとする人に時間にルーズな人はいないと思います。最近は通りすがりに「お
疲れ様」と言われることもなくなり、ほっとしています。
　病院の建て替え、医療機器の更新のためには経営の健全化が重要です。今後は、地域医療機関、医師会、
地域住民、行政のさらなる信頼を得て、スタッフが働きやすい病院づくりに少しでも貢献できたらと思って
います。新米院長でわからないことだらけですので、皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

　此度、JCHO仙台病院院長に就任いたしました整形外科の村上 栄一です。
宜しくお願いいたします。
　当院には日本をリードしてきた腎センターがあり、腎移植や泌尿器疾患の
治療でも高レベルの医療を提供してきました。そして日本初の腰痛・仙腸関

節センターには全国から患者さんが訪れ、毎年開催される仙腸関節セミナーも 16回を数え、国内各地から
医師が参加しています。さらに近年は創傷ケアや心臓カテーテル治療や眼科領域の躍進が目立ちます。そし
て、2021年春には待望の新病院が仙台市北部に完成し、移転します。
　今後の当院の目指す方向を問われれば、高齢化社会を見据えて、総合病院としての実力を蓄えながらも、
患者さんからの気づきを研究につなげて世界に発信してきた仙台社会保険病院時代からの発信力に磨きをか
けていきます。これを車に例えるならば、ビッグなトヨタというよりは、オリジナリティに拘る創立者の精
神を何処までも継承し、二輪車から四輪車、そしてホンダ・ジェットまでを産み出したホンダです。
　最後に、病院長として太陽のように生きようと思っています。太陽は人々に熱と光を与えます。熱意をもっ
て接すれば、その情熱が自然と人に伝わり、光で人々の長所を照らして、引き出していけば病院発展のエネ
ルギーが結集されると確信しています。田熊 淑男名誉院長が築いてきた財産を活かし、職員一丸となって、
地域医療に貢献し、地域が誇りとする病院を築いていく決意です。

JCHO 横浜保土ケ谷中央病院　池 秀之

JCHO 仙台病院　村上 栄一
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前
野
▼
地
域
医
療
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
応
え
る
地
域
完
結
型
へ
の
転

換
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
病
院
内
か

ら
外
へ
出
て
い
く
と
い
う
姿
勢
に
は
、

温
度
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺

を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
若
狭
高
浜
病
院
か

ら
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

院
内
か
ら
院
外
へ
・

広
が
る
地
域
と
の
取
り
組
み

諸
江
▼
当
院
は
、
職
員
が
老
人
サ
ロ
ン
に

出
向
い
て
健
康
の
意
識
を
高
め
る
取
り

組
み
と
し
て
、「
出
前
講
座
」
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
と
の
絆
づ
く
り
と
、
そ

こ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
試
み
で
、
病
院
職
員

も
積
極
的
に
出
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。「
忙
し
い
の
に
」
と
い
う
声
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
や
っ
て

み
て
す
ご
く
間
口
が
広
が
っ
た
、
距
離

が
近
く
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま

す
。

　
　

地
域
で
唯
一
の
病
院
な
の
で
、
求
め

ら
れ
る
も
の
も
非
常
に
高
い
。
地
域
が

置
か
れ
て
い
る
医
療
の
現
状
も
含
め

て
、
町
の
人
た
ち
と
共
有
し
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
れ
も
、
地
域
と
つ
な
が
る

上
で
の
テ
ー
マ
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
野
▼
「
町
民
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」

「
老
人
サ
ロ
ン
」「
健
高
カ
フ
ェ
」「
地

域
診
断
大
会
」、
色
々
あ
る
よ
う
で
す

が
。

諸
江
▼
「
町
民
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」

は
、
色
々
な
施
設
の
方
を
含
め
て
１
年

間
の
講
座
を
作
っ
て
、
う
ち
の
ス
タ
ッ

フ
も
講
師
と
し
て
出
掛
け
て
行
き
ま

す
。
住
民
の
方
た
ち
に
、
健
康
の
知
識

を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
年
度
末
に
そ
の

方
た
ち
を
町
が
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
認
定
し
ま
す
。

　
　
「
老
人
サ
ロ
ン
」
で
は
、
老
人
が
家

に
引
き
こ
も
ら
な
い
よ
う
、
交
流
の
機

会
を
設
け
る
た
め
に
地
区
単
位
で
色
々

な
催
し
を
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
や
、
食
中
毒
等
の
講
話
を
し

た
り
、
理
学
療
法
士
が
寝
た
き
り
予

防
の
体
操
を
指
導
し
ま
す
。「
健
高
カ

フ
ェ
」
は
、
高
浜
町
が
健
康
に
な
る
た

め
に
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
健
康
を
語
る

会
で
す
。
月
１
回
、
産
業
や
花
粉
症
、

学
習
障
害
等
多
岐
に
渡
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
医
療
者
だ
け
で
な
く
、
行
政
の

方
、
公
民
館
の
館
長
さ
ん
等
、
テ
ー
マ

ご
と
に
集
ま
る
人
た
ち
を
替
え
て
話
し

合
い
ま
す
。
町
が
小
さ
い
の
で
、
話
し

合
っ
た
こ
と
は
行
政
に
す
ぐ
反
映
さ
れ

て
、
制
度
や
事
業
に
つ
な
が
っ
た
り
す

る
の
は
こ
こ
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
か

な
と
思
い
ま
す
し
、
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
約
１
万
の
人
口
で
高
齢
化
率
も

30
％
で
す
し
、
独
居
、
老
老
介
護
が
非

常
に
多
い
の
で
、
在
宅
で
の
長
期
の
療

養
が
難
し
い
土
地
柄
で
す
。
医
療
従
事

者
、
介
護
従
事
者
も
少
な
く
、
健
康
寿

命
を
い
か
に
維
持
し
て
い
た
だ
く
か
が

大
切
な
の
で
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
地
域
診
断
大
会
」
で
は
、
参
加
者

に
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
、
答
え
と
し
て

高
浜
町
が
抱
え
て
る
健
康
上
の
問
題
は

何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
。
そ
れ
が
次
の
健
高
カ
フ
ェ

の
テ
ー
マ
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
の

で
、
町
の
方
た
ち
と
の
問
題
の
共
有
と

い
う
こ
と
で
始
め
た
ん
で
す
。

柳
崎
▼
大
和
郡
山
市
は
人
口
約
８
万
６
千

人
の
地
域
で
す
。
毎
年
、
看
護
の
日
に

は
、
新
人
看
護
師
が
商
店
街
で
血
圧
や

体
脂
肪
測
定
を
し
た
り
、
健
康
相
談
や

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を
も
っ
て

い
ま
す
。
他
に
、
月
１
回
、
商
店
街
に

　今回は「地域との連携強化の取り組み」をテーマに、JCHOの社会的使命の一つである地域
包括ケアの推進に向けて、日頃、地域や患者さんたちへ積極的に働きかけている活動について話
し合っていただきます。

若狭高浜病院
看護部長

諸江 由紀子

大和郡山病院
看護部長

柳崎 朱美

看護部長に聞く❷連　続　企　画

地域との連携強化の取り組み
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場
所
を
お
借
り
し
て
、
保
健
師
に
よ
る

「
町
の
保
健
室
」
で
健
康
相
談
を
う
け

る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
大
和
郡
山
市

で
は
当
院
し
か
認
定
看
護
師
が
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
学
校
の
感
染
予
防
対
策
に

出
向
い
た
り
、
学
童
保
育
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

指
導
や
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
　

中
学
校
で
の
出
前
授
業
で
は
、
命
の

授
業
と
い
う
助
産
師
に
よ
る
出
産
の
話

や
、
看
護
師
の
仕
事
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
病
院
独
自
に
、
産
後
、
助
産

師
に
よ
る
育
児
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

浅
野
▼
高
知
西
病
院
で
は
、
地
域
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
に
、
院
長
、
副
院
長
が
積
極

的
に
応
え
て
く
れ
る
の
で
、
今
後
は
病

院
自
ら
地
域
に
出
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
健
康
教
室
は
、

地
域
の
元
気
な
高
齢
者
向
け
に
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
を
中
心
に
保
健
師
が

行
い
、
病
院
に
通
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

向
け
に
ミ
ニ
健
康
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　

そ
の
他
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
依
頼
で
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ふ
な

お
か
」
と
い
う
講
座
に
は
、
医
師
や
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
病
気
と
生
活
、
救
急

車
を
ど
う
い
う
と
き
に
呼
ん
だ
ら
い
い

か
と
い
う
内
容
を
院
長
、
副
院
長
に
お

話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
医
師
の

機
動
力
が
高
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

前
野
▼
「
神こ
う

田だ

川が
わ

セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
で
す
か
。

浅
野
▼
病
院
の
横
を
流
れ
る
川
か
ら
命
名

し
た
地
域
の
医
療
関
係
者
向
け
の
研
修

会
と
し
て
、
一
昨
年
開
始
し
ま
し
た
。

地
域
の
連
携
病
院
を
招
い
て
医
療
安
全

や
疾
患
、
薬
剤
指
導
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
連
携
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
多
い
と
き

は
１
０
０
人
近
く
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
医
療
関
係
者
が
、
顔
の
見
え
る
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
目
的
で
す
。

古
田
▼
福
岡
ゆ
た
か
病
院
の
活
動
と
し
て

は
、「
健
康
フ
ェ
ア
」
は
年
１
回
大
々

的
に
や
っ
て
い
る
の
と
、
近
所
の
方
を

対
象
に
管
理
栄
養
士
が
院
内
の
病
棟
の

デ
イ
ル
ー
ム
で
、
食
事
関
連
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
月
に
３
回
や
っ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
か
ら
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
の

一
部
を
利
用
し
て
、「
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ

キ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
理
を

見
て
い
た
だ
け
る
大
き
な
キ
ッ
チ
ン
が

一
段
上
に
あ
り
ま
し
て
、
手
元
が
見
え

る
よ
う
に
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
紙
の
写
真
）。
ご
近
所
の
方
が
30
人

か
ら
50
人
ぐ
ら
い
来
ら
れ
て
、
そ
こ
で

栄
養
士
が
調
理
を
し
て
、
実
際
に
食
べ

て
い
た
だ
く
。
こ
れ
も
好
評
で
年
３
回

や
っ
て
い
ま
す
。

　
　

出
前
講
座
は
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

講
師
を
人
選
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
、
食
中
毒
予
防
等
の
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
15
回
、
合
計

４
５
９
人
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

諸
江
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
、

特
養
）
等
、
他
の
施
設
と
連
携
し
な
い

と
い
け
な
い
ん
で
す
が
、
な
か
な
か

シ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現

実
で
す
。
特
養
も
退
院
先
の
一
つ
で
あ

る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
と
同
じ
目
線
で
患

者
さ
ん
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け

ど
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
ふ
う
に
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

柳
崎
▼
当
院
で
は
、
地
域
か
ら
依
頼
が
あ

れ
ば
、
認
定
看
護
師
を
活
用
し
て
各
分

野
の
指
導
や
講
義
に
行
か
せ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
保
健
所
か
ら
の
依
頼
で

介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
、
老
健
）

に
感
染
予
防
対
策
指
導
に
行
き
ま
し

た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
で

は
、
大
和
郡
山
市
と
医
師
会
が
中
心
に

な
っ
て
、
昨
年
、
在
宅
医
療
介
護
関
係

者
と
病
院
関
係
者
の
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
い
う
冊
子
を
作
り
ま
し
た
。「
入
退

院
調
整
ル
ー
ル
」
と
呼
ん
で
い
て
、「
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
主
治
医
へ
の
連

絡
票
」「
在
宅
医
療
の
介
護
連
絡
シ
ー

ト
」
と
い
う
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド

ク
タ
ー
宛
に
書
け
る
よ
う
な
様
式
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
地
域
の
患
者
さ
ん
が

ス
ム
ー
ズ
に
病
院
の
受
診
や
入
院
が
で

き
る
よ
う
情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
　

褥
じ
ょ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）
に
関
し
て
特
定
行

為
研
修
を
修
了
し
た
者
が
い
ま
す
の

で
、
デ
ブ
リ
ー
ド
マ
ン
※
１
や
、
陰
圧

閉
鎖
療
法
※
２
は
年
間
10
件
ぐ
ら
い
は

地
域
の
主
治
医
の
先
生
と
手
順
書
を
交

わ
し
て
地
域
に
出
て
行
っ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

浅
野
▼
高
知
市
は
「
引
き
継
ぎ
ル
ー
ル
」

を
行
政
と
医
療
、
介
護
が
一
緒
に
な
っ

て
運
用
し
て
い
ま
す
。介
護
関
係
者
が
、

医
療
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
望
ん
だ

※１　デブリードマン：きずについている壊死組織（皮膚やその下の組織の死がい）を、メスなどを用いて切り取ってしまうこと。
※２　陰圧閉鎖療法：創傷（けが）などにより失われた組織に対して体外から陰圧をかけ、創傷の治癒を促す方法。

高知西病院
看護部長

浅野 実香

福岡ゆたか中央病院
看護部長

古田 由美子

司会：理事
（広報担当）

前野 一雄
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の
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。
ル
ー
ル
化

す
る
こ
と
で
職
種
間
の
壁
も
低
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

諸
江
▼
例
え
ば
、
特
養
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
集
団
発
生
し
た
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
病
院
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
し
ま
う

の
で
、
そ
こ
を
き
ち
ん
と
止
め
な
い
と

い
け
な
い
。

　
　

特
養
の
現
状
を
理
解
し
て
、
顔
の
見

え
る
、
助
け
合
え
る
関
係
を
作
る
に
は

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の

が
、
地
方
ほ
ど
難
し
く
感
じ
ま
す
。

「
広
報
」
と
い
う
地
域
連
携

前
野
▼
広
報
活
動
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

諸
江
▼
広
報
は
、
季
刊
誌
の
『
虹
』
と
い

う
も
の
を
出
し
て
、
行
事
、
病
院
の
取

り
組
み
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

柳
崎
▼
当
院
で
は
広
報
誌
は
『
飛
躍
』
を

年
３
回
、『
地
域
連
携
室
だ
よ
り
』
を

不
定
期
で
２
カ
月
に
１
回
ぐ
ら
い
発
行

し
て
い
ま
す
。
院
内
で
実
施
し
て
い
る

住
民
の
方
向
け
の
健
康
教
室
の
案
内

は
、
市
の
広
報
誌
に
載
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
市
へ
転
入
さ
れ
て
き
た
新
婚

さ
ん
に
配
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
裏
に
産

科
の
紹
介
を
掲
載
し
た
り
、
院
内
コ
ン

サ
ー
ト
や
看
護
の
日
、
院
内
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
が
良
く
な
っ
た
時
等
、
地
域
新

聞
に
取
材
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

浅
野
▼
高
知
西
病
院
の
広
報
誌「
こ
な
つ
」

は
、
年
３
回
発
刊
を
目
標
に
し
、
広
報

委
員
の
若
返
り
に
よ
り
内
容
も
時
代
に

合
う
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

患
者
満
足
度
調
査
結
果
か
ら
の

展
開

前
野
▼
地
域
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
タ
ウ
ン
誌

も
含
め
た
健
康
医
療
は
ニ
ー
ズ
が
大
き

い
の
で
、
記
者
と
関
係
を
作
っ
て
お
く

と
、
な
か
な
か
心
強
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　

で
は
、
次
に
患
者
満
足
度
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
た
患
者
に
対
し
て
の
取
り

組
み
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
や
は
り
待
ち

時
間
に
対
し
て
の
不
満
が
一
番
大
き

い
。

古
田
▼
診
察
に
時
間
が
取
ら
れ
る
の
で
、

患
者
さ
ん
に
は
説
明
し
て
待
っ
て
い
た

だ
く
。
放
射
線
科
で
は
待
ち
時
間
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
決
め
手
に
な
る

対
策
が
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

浅
野
▼
当
院
の
待
ち
時
間
対
策
は
、
例
え

ば
、
ミ
ニ
健
康
教
室
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
、
待
っ
て
る
感
覚
を
緩
和
さ
せ

る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
満
足
度
調
査
で
は
、放
射
線
技
師
や
、

検
査
技
師
に
つ
い
て
評
価
値
が
平
均
よ

り
低
く
出
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
と

の
接
点
が
少
な
い
の
で
、
な
か
な
か
評

価
さ
れ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
健
康
教
室
を
活
用
し
、

検
査
の
説
明
な
ど
専
門
職
と
し
て
直
接

伝
え
て
い
け
ば
結
果
に
繋
が
る
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。

柳
崎
▼
当
院
の
満
足
度
調
査
の
結
果
は
、

各
部
門
で
課
題
を
委
員
会
に
提
出
し

て
、
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
リ
ハ
ビ
リ
計
画
書
の
説
明
の
充
実

や
薬
剤
部
の
服
薬
指
導
件
数
増
加
な
ど

で
、「
説
明
の
わ
か
り
や
す
さ
」
の
満

足
度
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
　

療
養
支
援
に
関
し
て
は
、
退
院
調
整

加
算
１
取
得
と
同
時
に
退
院
調
整
看
護

師
を
配
置
し
て
強
化
し
ま
し
た
。

　
　

地
域
連
携
室
へ
の
退
院
支
援
の
看
護

師
の
配
置
や
、
が
ん
の
化
学
療
法
認
定

看
護
師
に
よ
る
が
ん
相
談
を
開
始
す
る

こ
と
で
、
満
足
度
が
少
し
上
が
り
ま
し

た
。
満
足
度
調
査
結
果
が
、
次
年
度
の

事
業
や
計
画
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、刺
激
に
な
る
調
査
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
入
院
の
説
明
等
外
来
で
の
入

退
院
支
援
を
中
央
化
す
る
こ
と
で
、
診

療
時
間
を
確
保
し
、
待
ち
時
間
短
縮
に

繋
げ
た
い
で
す
。

諸
江
▼
高
浜
も
待
ち
時
間
は
長
い
で
す

が
、
徐
々
に
先
生
が
予
約
制
を
入
れ
て

く
だ
さ
っ
て
、
少
し
ず
つ
待
ち
時
間
の

対
策
は
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
医
療
安

全
上
も
非
常
に
意
味
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
約
制
が
院
内
で
浸
透
す
る
よ
う

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

そ
の
他
、
今
年
は
原
点
回
帰
で
あ
い

さ
つ
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
の
で
、
来
年

の
結
果
が
楽
し
み
で
す
。

古
田
▼
福
岡
ゆ
た
か
も
予
約
制
で
す
。

浅
野
▼
当
院
は
整
形
だ
け
予
約
制
で
、
内

科
、外
科
は
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

諸
江
▼
予
約
制
を
入
れ
た
と
き
に
、
地
域

の
方
々
か
ら
、「
い
つ
で
も
見
て
く
れ

る
病
院
だ
っ
た
の
に
」、
と
い
う
不
満

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
で

は
先
生
た
ち
が
診
療
を
継
続
で
き
な
い

こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、

予
約
制
だ
と
前
日
に
ち
ゃ
ん
と
患
者
さ

ん
の
情
報
も
確
認
し
て
準
備
が
で
き
ま

す
し
、予
約
制
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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前
野
▼
待
ち
時
間
に
対
し
て
「
あ
と
15
分

で
す
」
等
と
一
言
足
す
こ
と
で
、随
分
、

不
満
は
和
ら
ぎ
ま
す
ね
。

浅
野
▼
待
っ
て
い
る
患
者
の
身
に
な
っ
た

声
掛
け
で
す
よ
ね
。

諸
江
▼
予
約
外
だ
と
確
認
作
業
に
時
間
が

取
ら
れ
て
そ
ん
な
声
掛
け
も
で
き
な
い

の
で
、
や
は
り
予
約
制
を
し
っ
か
り
入

れ
て
、
看
護
師
に
余
裕
を
持
っ
て
仕
事

を
さ
せ
た
い
で
す
。

前
野
▼
古
田
さ
ん
は
３
月
ま
で
大
阪
病
院

に
い
て
、
今
よ
り
都
会
の
病
院
で
、
当

然
予
約
制
で
し
ょ
う
し
、
地
方
に
比
べ

た
ら
満
足
度
は
高
か
っ
た
で
す
か
。

古
田
▼
地
域
柄
、
大
阪
は
満
足
度
調
査
は

辛
口
で
す
ね
。予
約
し
て
る
ん
だ
か
ら
、

待
た
な
く
て
当
た
り
前
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
福
岡
ゆ
た
か
病
院
は
、

気
心
の
知
れ
た
、
皆
知
っ
て
る
人
同
士

な
の
で
、
そ
こ
は
都
会
と
違
う
時
間
が

流
れ
て
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

地
域
連
携
の
独
自
の
取
り
組
み

古
田
▼
「
地
域
連
携
の
集
い
」
と
言
い
ま

し
て
、
地
域
の
先
生
方
を
お
招
き
し
て
、

意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
は
、
う
ち
の
ド
ク
タ
ー
が
最
近

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
み
た
い
な
講
演
会
を
２
、

３
行
い
ま
す
。
あ
と
は
地
域
医
療
介
護

連
携
会
。
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
方
と
の
交
流
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
主
に
地
域
連
携
室
が
主
催
を
し
て
、

年
に
２
回
ほ
ど
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
病
院
で
は
ど
う
で
す
か
。

柳
崎
▼
先
生
方
を
集
め
て
臨
床
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
る
も
の

は
あ
り
ま
す
。

浅
野
▼
病
院
や
事
業
所
、
様
々
な
職
種
が

集
ま
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
連
携
連
絡
会

を
年
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ

ハ
ビ
リ
部
門
が
症
例
に
関
係
し
た
後
方

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
や
Ｍ
Ｓ
Ｗ

※
３
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
症
例
検

討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
看

護
師
を
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、居
宅
）
に
１
人
配
置
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
の
視
点
で
連
携
も
強
化
し
、
医

療
の
必
要
な
利
用
者
が
、
早
期
に
入
院

し
、
早
期
に
退
院
す
る
と
い
う
状
況
を

整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
の
救
護
病
院

と
な
っ
て
い
る
当
院
は
有
事
の
際
の
連

携
も
重
要
で
あ
り
、
居
宅
利
用
者
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、訪
問
）

利
用
者
の
避
難
所
マ
ッ
プ
作
成
や
、
引

き
継
ぎ
方
法
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
Ａ

Ｌ
Ｓ
※
４
の
患
者
さ
ん
の
避
難
所
に
自

家
発
電
が
無
い
た
め
、
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
た
い
と
い
っ
た
個
別
対
応
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

柳
崎
▼
地
域
の
医
師
会
や
協
議
会
の
中
で

出
て
き
た
要
望
に
応
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
診
療
所
か
ら
の
依

頼
で
個
別
栄
養
指
導
を
実
施
し
た
り
、

診
療
所
か
ら
放
射
線
の
時
間
外
検
査
の

受
け
入
れ
や
、
週
１
回
の
小
児
科
の
夜

間
診
療
を
始
め
ま
し
た
。
当
院
の
小

児
科
の
若
い
先
生
が
訪
問
診
療
を
開
始

し
、
今
は
訪
問
看
護
師
に
一
緒
に
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

前
野
▼
高
浜
は
老
健
を
お
持
ち
で
す
が
、

老
健
と
の
連
携
は
い
か
が
で
す
か
。

諸
江
▼
う
ち
は
む
し
ろ
老
健
以
外
の
民
間

の
特
養
と
か
、
訪
問
と
の
連
携
を
し
っ

か
り
取
っ
て
か
な
い
と
、
色
々
な
こ
と

が
シ
ェ
ア
で
き
な
い
状
況
で
す
。
感
染

の
問
題
や
、
報
酬
上
の
分
か
ら
な
い
こ

と
、
人
の
や
り
く
り
の
問
題
等
を
一
緒

に
考
え
ら
れ
る
体
制
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

前
野
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
ま
す
か
。

柳
崎
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
も

ら
っ
て
、
玄
関
前
の
整
理
整
頓
や
院
内

コ
ン
サ
ー
ト
等
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
た
く
さ
ん
で
は
な
い
の
で
、

募
集
し
て
ま
す
。

諸
江
▼
有
償
で
３
名
の
シ
ル
バ
ー
の
方
々

が
、
午
前
中
、
車
寄
せ
か
ら
受
け
付
け

ま
で
の
エ
リ
ア
に
立
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
ご
案
内
や
、
自
動
再
来
受
付

機
や
自
動
精
算
機
の
使
い
方
を
一
緒
に

や
っ
て
く
れ
た
り
し
て
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
力
を
活
用
す
る
と
い

う
点
で
も
、
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

浅
野
▼
今
ま
で
多
職
種
連
携
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
看
護
師
同
士
の
同
職

種
連
携
を
強
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
。

諸
江
▼
ま
ず
、
看
護
師
で
す
よ
ね
。
中
小

規
模
の
病
院
へ
の
認
定
看
護
師
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
か
、
同
じ
目
線
で
考
え
ら
れ

る
話
し
合
い
の
場
が
絶
対
に
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
う
ち
も
調
査
研
究
を
始
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

前
野
▼
お
話
を
伺
っ
て
、
患
者
さ
ん
、
行

政
、
開
業
医
の
先
生
た
ち
と
顔
の
見
え

る
小
さ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ら
ば
、

実
質
的
な
も
の
は
見
え
る
関
係
で
あ
る

と
思
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ぜ
ひ
地

域
へ
出
て
い
っ
て
、
地
域
の
核
に
な
る

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※３　MSW：医療ソーシャルワーカー。
※４　ALS：筋萎縮性側索硬化症。
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　本部一括採用の第一期生となる事務職員を対象にした新人研修が、平成 31年４月１日から２週間、東京
高輪の本部研修棟で開催されました。
　研修内容は、本部職員が講師を務める業務関連の講義、外部講師をお招きしての特別講演やビジネスマ
ナー等の接遇研修、更には研修生らが班ごとに分かれて一つの定められたテーマについてミーティングを行
い、班ごとにプレゼンテーションを行う班別討論と多岐にわたりました。見慣れない用語や初めて意識する
社会人としてのマナー等を習得しようと、研修生達は必死に食らいついていました。
　また、座学だけでなく、研修会場を飛び出して、国立療養所多磨全生園への施設見学の機会もありました。
午前は園の職員の方々にガイダンスを引き受けていただき、数班に分かれて園内を見学して回りました。折
しも桜が満開の時期で、天候にも恵まれ、桜の花びらが舞う中でビニールシートを敷いての昼休憩は、快適
だったのではないかと思われます。午後は園内の資料館を見学してハンセン病に関する歴史を学びました。
ハンセン病に対する差別・偏見を、昨今のSNS等による根拠のない誹謗・中傷と結びつけ、確かな情報を
得ることの重要性を再認識したとの意見が数多くありました。中には時間が足りなかったので、あらためて
個人的に再度訪問したいといった積極的な感想もみられました。
　研修以外では本部職員との懇親会において、積極的に本部職員に話しかけ、仕事のことや社会人としての
心構え等の習得に努める姿勢が見られ、定刻を過ぎてもなお会場に残って話をする研修生も多数おり、盛況
のうちに終わりました。
　そのほか、東京の通勤ラッシュの大変さを知ったという声も多く聞きました。慣れてしまえばこんなもの
か、と受け入れてしまう朝の通勤ラッシュですが、研修生らにとっては、テレビ等でラッシュの模様は知っ
ていても、実際に味わってみると、それは想像以上だった様です。
　研修生を送り出す病院は、２週間にわたり職員が不在となる間を、他の職員でカバーするための業務調整等
で苦慮されたことと思います。研修を滞りなく実施するためにはこれらの方々の協力なくしては成立しません。
この場をお借りして御礼申し上げます。なお、研修生からは、全国の同期と横のつながりを築くことができ、
今後業務をしていく上で心強くなった、社会人として身につけておくべきビジネスマナーが身についてよかっ
たという感想が多数あり、今後病院で業務に取り組む上での糧となるものと考えております。以上、ご報告申
し上げるとともに、今後、研修生を送り出す病院におかれては、ご協力下さいますようよろしくお願いします。

事務職員新人研修を
終えて

JCHO 本部　総務部　人事課人事専門職　岩瀬 康裕

Topics
トピックス
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配属病院 氏　　名 研修で得たもの、気づいたこと、感想等

北海道病院 佐
さ

藤
とう

 由
ゆ

季
き ビジネスマナーや、自分が配属されていない課の業務内容を詳し
く知ることができ、今まで以上に病院事務職として幅広い目を養
うことができました。

札幌北辰病院 長
は

谷
せ

川
がわ

 柚
ゆう

配属前に最低限の社会人としてのマナーを身につけ、今後の人生
においても活かしていきたいと思える講義を受けられたことは良
かったと思う。また、今後も関係を続けていきたいと思える同期
ができたことは非常に良かった。

登別病院 佐
さ

藤
とう

 駿
しゅん

一
いち 研修のすべてを持ち帰り、活かすことは難しいですが、一つでも
多くのことが仕事に応用できるように配属先でも頑張ります。

仙台病院 中
なか

村
むら

 有
あり

咲
さ

JCHO のことを学べたり、諸先輩方から貴重なお話を聞くことが
できて、知識や心がまえ、目標が得られました。分からないこと
ばかりで、不安だらけでしたが、教えて頂き、活かせるようにな
るまでの過程を得られたことが貴重でした。大変有意義な時間で
した。

仙台南病院 沖
おき

井
い

 花
か

霞
すみ

２週間の研修は、とても充実していて、良い時間を過ごせたと思
います。本部の方々や研修に関わっていた方々には、とても感謝
しています。これから病院で勤務することになりますが、研修で
学んだことを忘れず、JCHOに貢献できるように頑張ります。

秋田病院 伊
い

東
とう

 風
ふう

香
か もう少し実践的な内容の講義があってほしかったが、コミュニケー
ションの重要性や社会人としてのマナーを身につけることができ
た。

二本松病院 櫻
さくら

井
い

 結
ゆう

菜
な 今回得たことを忘れず、これからの業務をしっかりと行い、JCHO
の発展につながれるような人材となっていきたいと思いました。

うつのみや病院 江
え

原
はら

 隆
たか

文
ふみ この研修で、医療現場の実情に関する知識を深めることができた。

また、同期とのコミュニケーションを図ることができた。

群馬中央病院 春
はる

山
やま

 みずき

研修では、JCHO全体の業務の把握ができました。全国各地の配
属場所から集まり、みんなが一体となって研修する機会はなかな
かないので、とても楽しかったです。一人一人が今後の未来を見
据え、社会に貢献できるよう努めたいです。

平成31年度事務職員新人研修日程
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目 10 日目

AM オリエンテー
ション

独立行政法人制度
JCHO の概要等 教育研修事業

国立療養所多磨
全生園見学

資金運用・調達 内部統制・内部監査 人事制度・給与制度
業績評価制度等 【特別講演⑤】

障害者への理解・
支援と職場環境の

改善について

班別ミーティング
（最終打合せ）

研修の感想・
今後の決意表明

情報セキュリティ
情報システム

中期目標・中期計画
独法評価制度
経営状況等

投資ルール
建物等整備状況 診療事業 介護保険・介護報酬

勤務時間・休暇
WLB・ハラスメント

等
決算・契約等

【特別講演②】
メディアから医療
関係者に望むこと

【特別講演③】
医療政策の動向

について

【特別講演④】
医療分野における ICT

化の動向について

【特別講演⑥】
病院運営における

事務職員の役割について

【特別講演⑦】
患者が病院に

望むこと
閉講式

PM

入構式

マナー研修 コミュニケーション
力向上研修

医療保険・診療報酬 介護事業

プレゼンテーション
研修

応急救護について

ラップアップ
ミーティング
（班別発表）

【特別講演①】
新採用の皆さんに

贈る言葉

情報公開・
個人情報保護

班別ミーティング 班別ミーティング

班別ミーティング 班別ミーティング

特集 事務職員新人研修 受講生の一言 平成31年４月１日～12日の２週間、本部にて開催。受講者数112名。
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配属病院 氏　　名 研修で得たもの、気づいたこと、感想等

さいたま北部医療センター 平
ひら

井
い

 弘
ひろ

菜
な

この研修では、JCHO の組織としてのあり方についての知識や、
医療従事者・公的組織に属する者としての倫理観を得ることがで
きた。また、JCHOネットワークを活用するにあたっての同期と
のつながりを作ることができた。

埼玉メディカルセンター 武
む

藤
とう

 宏
ひろ

和
かず

講義をもう少し参加型にしてほしいと感じました。「この事につい
て知ってる？」等の簡単な投げかけでも構いませんので、何か振っ
ていただきたかったと感じることがありました。しかし、大変貴
重な体験でした。この研修では、社会人意識を得ることができま
した。

千葉病院 伊
い

藤
とう

 春
はる

奈
な 職員の皆様の方がお疲れだと思うのに、沢山労ってもらってお心
遣い本当に感謝でしかないです。この２週間で得た力を活かして、
病院に行っても頑張りたいと思います。

船橋中央病院 尾
お

崎
ざき

 由
ゆう

奈
な

上司の方々が、「事務職において大切にしてほしいこと、求められること」
を自分で想像していたことと異なる視点でお話しされていたので、今後 
自分はどういう人になりたいのか、もっと広い視野で見る第一歩となり
ました。また、「コミュニケーション力」とは 、何が求められているの
か考え行動できる人、という小森谷さん（注）の意見も参考になりました。

東京高輪病院 大
おお

渕
ぶち

 ゆめ

100 名以上いる同期とは、今まで交流する機会がなかったため、２
週間通して情報を共有できる横のつながりを作ることができ、と
ても良かった。また、様々な部署の方のお話が聞けてとても参考
になった。

東京新宿メディカルセンター 寺
てら

田
だ

 雪
ゆき

乃
の

研修が始まる前は、周りの人とやっていけるだろうかと不安だっ
たが、研修が終わろうとしている今は、終わってしまうことが寂
しいくらいである。周りの人とも自分なりにこの２週間でコミュ
ニケーションをとれてよかった。充実した２週間だった。

東京山手メディカルセンター 加
か

藤
とう

 沙
さ

希
き

施設見学は実際に目で見て肌で感じて、より鮮明に記憶に残って
いるので、そうした行動する研修を増やせたらより良いと思いま
す。この研修では、たくさんのことを学びました。社会人として
の基礎やコミュニケーションの仕方等人間力が高まったと思いま
した。

東京城東病院 小
お

宅
やけ

 伶
れい

奈
な JCHO がどんな立ち位置で、これから先どんなことが待ち受けて
いるのか理解できました。

横浜中央病院 清
し

水
みず

 章
あき

弘
ひろ

配属先の病院を問わず、同期とコミュニケーションを取ることが
できたのが一番大きな収穫であったと思います。また、民間の企
業とは少し違う点で守るべきルールというのが多くあるので、そ
の部分について理解することができたことはとても良かったです。

横浜保土ケ谷中央病院 八
や

子
こ

 麻
ま

澄
すみ この２週間の研修を通して、JCHOで働く職員としてのやりがい

や面白さに気づけた。病院でもこの研修を思い出しながら頑張っ
ていきたい。

相模野病院 赤
あか

津
つ

 咲
さ

也
や

子
こ

事務職として病院をよく知ることができた実りある研修でした。
医事課・経理課などの仕事内容についての話をもう少し詳しくお
聞きしてみたかったです。グループで同じ病院で固まった方が良
いのではないかなと思いました。

湯河原病院 古
ふる

寺
てら

 陽
よう

一
いち

郎
ろう 沢山の刺激を受けられた良い研修だったと思います。一期生とい
うこともあり、同期とのコミュニケーションは今後も綿密にとれ
る機会があれば嬉しいです。

（注）「コミュニケーション力向上研修」の外部講師　小森谷 徹キャスター 
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配属病院 氏　　名 研修で得たもの、気づいたこと、感想等

金沢病院 斉
さい

藤
とう

 孝
たか

幸
ゆき 研修をうけて、ハンセン病の歴史や JCHOにおける個人情報の取

扱いについて学ぶことができました。なによりも同期の名前と顔
を知れたことが良かったです。

福井勝山総合病院 増
ます

山
やま

 晃
あき

子
こ

思っていた以上に濃い２週間でした。日々の講義だけでなく、グループワークに
おいても多くの人と話し合ったり、新しい発見があったり、と充実したものとなっ
たと思います。来週からが本当のスタートだと思っているので、まだまだ不安が
ありますが、この研修で考えた自分なりの JCHO職員としての理想、人としての
理想に近づけるよう、さらに気を引きしめて頑張りたいと感じました。

若狭高浜病院 早
はや

川
かわ

 修
しゅう

矢
や 講義やプレゼンを聞く中で、必要な知識を学ぶだけでなく、様々
な方々のものの見方や考え方に触れることができ、大変貴重な経
験になったと感じます。

桜ヶ丘病院 行
なめ

方
がた

 悠
ゆう

華
か

難しい講義が多かったので、新人職員にとって一番身近なことや、
わかりやすいことに絞ってじっくり説明していただけると仕事の
イメージがしやすかったです。また、実践形式での講義が増える
とわかりやすいと思いました。研修で学んだことを復習して、病
院に行って活躍できるように努力していきたいと思います。

三島総合病院 粕
かす

谷
や

 歩
あゆ

実
み 研修で全国の同期との交流の機会を得られたことで、病院という
職場環境の知識や社会人として、また、JCHO職員としての責任
感の意識を得られました。

滋賀病院 若
わか

槻
つき

 絢
あや

第１期採用ということで、私たちのために研修内容を一生懸命考
えて下さったというのが伝わってきました。２週間とても濃く充
実した時間を過ごせました。配属先でも学んだことを活かし頑張
ります。

京都鞍馬口医療センター 澤
さわ

田
だ

 侑
ゆう

季
き 全国の同期と関わることができて良かったです。講義や特別講演
などで自分がこれから行っていく業務の概要を知ることができ、
JCHOの事務職員としての自覚を強くもつことができました。

大阪病院 豊
とよ

高
たか

 大
たい

樹
き 研修を受講して、社会人としての第一歩を踏み出すことができた
と思う。学校では教わらないマナーやコミュニケーションなどの
講座もあってよかった。また、同期と仲良くなることができた。

大阪みなと中央病院 筒
つつ

井
い

 萌
も

々
も

特別講演は総じてためになった。医療の現状や将来について真剣に
考えるようになった。講演については、すべて資料が丁寧で見やす
かったが、資金運用や診療報酬等、理解しにくいものは例として計
算問題を出してみたり、一部の講義にあった実際の事例等を提示し
ていただけるとより集中して聴けるのではないかと考える。

星ヶ丘医療センター 倉
くら

掛
かけ

 勇
ゆう

一
いち 関西地区の人だけでなく、関東の人など様々な人と交流でき、情

報交換が行えた。どの講義もこれからの業務に活かせるものばか
りだったので、とても有意義な研修でした。

神戸中央病院 吉
よし

田
だ

 奈
な

生
お

JCHOの業務や医療について詳細に知ることができ、有意義な研修でし
た。また、懇親会で普段中々お話することのできない本部の方と交流す
ることができ、嬉しかったです。総じて学びの多い研修でした。この研
修を通して、一社会人として、JCHO職員としての意識が高まりました。
今後もお世話になるかと思いますが、よろしくお願いいたします。

大和郡山病院 若
わか

林
ばやし

 豪
ごう 現場のふとした瞬間に思い出すような、基本的な内容の研修だっ

たので、この研修を忘れず現場で頑張ります。

特集 事務職員新人研修 受講生の一言
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配属病院 氏　　名 研修で得たもの、気づいたこと、感想等

玉造病院 髙
たか

橋
はし

 麻
ま

里
り

研修前は、業務内容や会計の仕組みが全くわからず不安だったが、
研修を受けて、自分が勉強するべき内容が何なのかがわかった。
JCHOとしての事務職員１期生の研修ということで、人事課の方は
研修の実施に苦労されたことと思いますが、とても気さくに質問に
答えてくださり、私たちを育てようという気持ちを感じました。

徳山中央病院 谷
たに

﨑
ざき

 愛
あい

美
み 研修を受講したことで、早寝早起き、社会人らしい生活習慣にな
りました。

りつりん病院 岡
おか

田
だ

 拓
たく

也
や

あっという間に過ぎた二週間であった。医療事務の仕事内容への
理解が大きく深まった。また、グループワークや特別講座によっ
て同期との結束が生まれた。ここで得た友人関係、知識を持ち帰り、
活かしていきたい。

宇和島病院 岩
いわ

﨑
さき

 直
なお

斗
と 講師の方々からこれからの病院のことや業務内容を学んだり、班
で将来のことについて話し合ったことで、どんな事務職員を目指
したいかという目標ができた。

高知西病院 中
なか

村
むら

 栄
えい

時
じ 様々なことを学べたが、一番は同期の人や上司の方と話ができた
ことが良かったです。不安が少しなくなりました。

九州病院 紫
し

藤
とう

 正
まさ

之
ゆき

２週間の短い間でしたが、講義やグループワーク、施設見学など
盛り沢山の内容で充実した研修内容でした。研修では、同期や本
部の方々の出会いをはじめ、色々な人との出会いを通じて考え方
が広がりました。同じ目標に向かって頑張る仲間として刺激を受
けました。

久留米総合病院 市
いち

橋
はし

 一
かず

樹
き

この研修を通して、JCHO職員としての心掛けや、医療の現場を
改善していく中で、事務職員に求められる役割や能力について学
ぶことができました。また、二週間の中で、様々な方とコミュニケー
ションをとり、連携していくことの重要さも学ぶことができまし
た。

福岡ゆたか中央病院 若
わか

山
やま

 莉
り

菜
な 何も分からない状態で不安でしたが、研修を通して自分の働く姿
を想像できるようになり、非常に有意義な２週間でした。112 人の
同期をこれからも大切にしていこうと思います。

諫早総合病院 山
やま

城
しろ

 万
ま

理
り この研修では、病院経営において大事な規則や、ハンセン病につ
いても知ることができました。地域を問わず、同期とのつながり
を作れたこともこの研修で得たものです。

熊本総合病院 犬
いん

童
どう

 優
ゆう

香
か

とても内容の濃い研修で、JCHO職員としての自覚をもって職務
に取り組む重要性を強く考えさせられました。外部講師の方々の
講習もあり、今後働いていく中でしっかりと活かしていけるよう
頑張りたいと思います。 

天草中央総合病院 洲
す

﨑
ざき

 絢
あや

斗
と

この研修では、実際に病院事務として働く上で大切にすべき心構
えについて学ぶことができた。疑問点について、分からない部分
を埋めることができた。何より、人脈を広げることができた。と
ても充実しており、人事の方の準備の大変さがあってこそだと感
じた。

宮崎江南病院 北
きた

澤
ざわ

 彩
あや

穂
ほ

施設見学がとても印象に残りました。知識として知るのと、実際
にどういうことが起きていたか、当事者の方の話を聞くのとでは、
（今回はDVDでしたが）インパクトも違いました。とても勉強に
なりました。
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　タイで前国王の服喪が明け、新国王の戴冠式が行われるというニュースを聞いたのは最近でした。
そのタイからの視察団が来ると聞いてから知ったことですが、タイという国は少子高齢化の進行が
アジア近隣諸国の中でも飛び抜けて速く、日本の超高齢化社会に迫る勢いだそうです。
　５月 10日、タイのブンイトー市の市長をはじめとする自治体幹部、大学関係者等６名が同市に
高齢者の通所系サービス施設を開設するにあたり、高齢化先進地域である湯河原町の視察に訪れま
した。視察団一行は、この日丸一日をかけて湯河原町の複数の介護老人保健施設等を視察され、当
院では地域における当院の役割や業務の紹介を行いました。
　まず高取病院長から当院の概要として、病院の立地する地域性、医療事業、介護保険事業等の紹
介がありました。次に、私から昨年12月に長時間型から移行し開始している短時間型通所リハビリ
テーション（以下、通所リハ）を紹介しました。その内容は通所リハの地域包括ケアシステムの中で
の位置づけ、通所リハ開始までの流れ、当院の通所リハの特徴、実際に利用者に実施しているプログ
ラム等の内容紹介、現在の当院通所リハにおける課題でした。今回の視察全般をコーディネートされ
ている野毛坂グローカル（NGO）代表の奥井氏に通訳をしていただきましたが、日本人に対して説
明しても理解が難しいと思われる介護保険制度の話もあって、通訳するのに大変苦労されていました。
　視察が通所リハ利用者のいない時間帯となったため、スライドを用いた紹介と体験コーナーを設
定しました。使用したスライドは文字をタイの言葉に変換こそしましたが、検索サイトの翻訳機能
を用いて変換した、いわゆるコピペしたものなので、正確に伝わるか不安はありました。
　体験コーナーでは松本作業療法士指導のもと通所リハで行っているコグニサイズと呼ばれる認知
症予防運動プログラムを体験していただきました。コグニサイズは認知と運動の協調が要求される
課題を通して脳の活動を促すものです。健常者でもスムーズに行うことが難しい運動を行っていた
だきました。全体を通して多くの質問をいただきながら、コグニサイズの難しい課題にも笑顔で挑
戦していただき、有意義な体験を提供できたと自負しています。
　伝えたいことの何割が理解されたか気掛かりではありましたが、視察された方たちからは興味深
く話が聞け、印象に残る体験ができたとのメールをいただき安心しました。また、タイに帰国後は
ブンイトー市の職員を対象とした研修会が開催され、当院の視察内容の報告が行われたと聞いてい
ます。今後もこのような関係が継続し、お互いの問題の相談やアドバイスをし合える関係が継続す
ると地域としても心強いのではないかと思えました。

タイ自治体による湯河原病院視察を迎えて
JCHO 湯河原病院　副理学療法士長　寺見 彰洋

タイの視察団の皆さん、野毛坂グローカル 奥井氏（左端）、湯河原町介護課 大野氏（左から５番目）、病院職員

広 報 ア ラ カ ル ト
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●満足度調査の概要について
　満足度調査は、期間中に退院された
方や外来を受診された方に調査票をお
渡しし、ご回答をいただく方法で行い
ました。
　50～60ほどの調査項目について、「満
足」から「不満」までの５段階で評価
をいただいた回答を、５点満点に点数
化し、集計しています。
　集計の結果、多くの方から満足との
回答が寄せられました。一方、病院食
や待ち時間の満足度は低い傾向にあり
ました。その他、結果の概要は右に
示したとおりですが、詳しい結果は、
JCHOのホームページに掲載されてい
ますので、ぜひご覧ください。

●調査結果を活かしたサービス向上の
ための取組
　評価結果の高い項目・低い項目は、
施設ごとにばらつきがあり、施設ごとに強みと弱みを分析し、改善に取り組み、サービス向上に活かしてい
くことが欠かせません。調査により、「また利用したい」「家族や知人に紹介したい」などの主要な評価指標
と関わりの深い項目が浮かび上がっており、各施設は、患者・利用者に満足いただけるよう、優先的に改善
すべき項目から取り組んでいるところです。
　JCHOでは中期目標として「患者の視点に立った良質かつ安心な医療の提供」を掲げており、2019年度か
ら 2023年度の第２期中期目標では、患者・利用者満足度調査をサービスの質の向上の指標のひとつとして、
「病院全体の満足度」において、「満足」又は「やや満足」
と回答した方の割合の平均を毎年度 87％以上、「老健施
設全体の満足度」において毎年度 92％以上とする目標値
が設定されました。例年満足度が低い傾向の項目は、病
院においては「病院食」「施設設備等」「入院環境」「待ち
時間」「自宅での療養生活の支援」、老健施設においては
「食事」「リハビリ」「行事・レクリエーション」ですので、
重点改善項目として改善に向けて取り組んでいきます。
　JCHO全施設が一丸となって患者さんの視点に立った
サービスを提供できるよう、皆さんのご理解・ご協力を
よろしくお願いいたします。

患者・利用者満足度調査を活かしたサービス向上
JCHO 本部　企画経営部　患者サービス推進課

　JCHOでは、毎年10月に 57病院・26老健施設のすべての施設を対象とした患者・利用
者満足度調査を実施しています。ここでは、平成 30年度の調査の概要と、調査結果を活か
したサービス向上のための取組の一端をご紹介します。

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

病院 老健施設

90.6%

81.2%

93.0% 92.8%

入院 外来 入所 通所

入院と通院の割合の
平均 85.9%

入院と通院の割合の
平均 92.9%

病院（老健施設）全体としての満足度（平成30年度）
５段階評価で「満足」「やや満足」と回答した割合

【調査概要】
　❶ 病院 57 か所

　　入院患者の満足度調査　：平成 30 年 10 月 15 日～ 29 日の 15 日間の退院患者に
　　　　　　　　　　　　　　調査票を配布し、6,434 名が回答（回収率 83.9％）
　　外来患者の満足度調査　：平成 30 年 10 月 15 日～ 29 日の任意の 1 日の外来患者に
　　　　　　　　　　　　　　調査票を配布し、12,878 名が回答（回収率 82.6％）
　❷ 老健施設 26 か所
　　
　　入所者の満足度調査　　：平成 30 年 10 月 15 日～ 11 月 5 日の 22 日間の入所者に
　　　　　　　　　　　　　　調査票を配布し、1,447 名が回答（回収率 68.6％）
　　通所利用者の満足度調査：平成 30 年 10 月 15 日～ 29 日の 15 日間の通所利用者に
　　　　　　　　　　　　　　調査票を配布し、1,455 名が回答（回収率 78.7％）

【調査結果の概要】

❶ 

病
院

入院
前年度と比較し、64 設問中（他新規設問３問）28 設問の評価が上昇し、57
病院中 23 病院は全体評価が上昇した。
評価が高い項目は「当院を利用したい」「医師」「看護師」であった。
評価が低い項目は「病院食」「施設設備等」「入院環境」であった。

外来
前年度と比較し、61 設問中（他新規設問 1 問）全ての評価が下降したが、57
病院中 14 病院は全体評価が上昇した。
評価が高い項目は「当院を利用したい」「看護師」「医師」であった。
評価が低い項目は「待ち時間」「施設設備等」「療養生活の支援」であった。

❷ 

老
健
施
設

入所
49 設問全て４点以上（５点満点）であり、全体評価が 4.5 点以上の施設は
26 施設中９施設であった。
評価が高い項目は「当施設を利用したい」 「当施設を紹介したい」「職員」であった。
評価が低い項目は「行事」 「食事」 「リハビリ」であった。

通所
47 設問全て４点以上であり、全体評価が 4.5 点以上の施設は 26 施設中 15
施設であった。
評価が高い項目は「当施設を利用したい」「送迎」「職員」であった。
評価が低い項目は「行事」「食事」「リハビリ」であった。

●　INFORMATION 　●　インフォメーション
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　一般社団法人地域医療機能推進学会では、令和元年11月１日（金）、２日
（土）の両日、神奈川県横浜市のパシフィコ横浜 会議センターを会場に『第５回
JCHO地域医療総合医学会』を開催することとし、現在、準備作業を鋭意進め
ております。
　会長には内野 直樹理事（JCHO理事・地域医療機能推進学会理事）にご就任
いただき、メインテーマを『士魂商才』といたしました。メインテーマ設定の趣
旨については学会ホームページに掲載しております「会長挨拶」をご覧ください。
　今回のプログラムは、従来の構成から大幅な見直しを行い、学会に設置され
ている各職種により構成される９部会（院長部会、事務部会、看護部会、薬剤
部会、放射線部会、臨床検査部会、リハビリ部会、栄養部会、臨床工学部会）
からの提案を数多く取り入れ、内野会長曰く『all JCHOの力を結集した形』の
企画構成といたしました。
　具体的には、会長講演から始まり、第１回医学会からの継続テーマである「事務職に求められる病院マネジ
メント」、「特定行為研修の効果及び省令改正（研修プログラム改正）について」等のシンポジウム４題、会長
企画シンポジウム１題とともに、新たに各部会が企画したテーマによる教育講演２題、シンポジウム６題、また、
一般演題においても部会が提案した新規テーマ・カテゴリーを設定し募集を行ったところ応募総数は504題に
も達しました。
　特別講演では、元女子ソフトボール日本代表監督の宇津木 妙子先生（NPO法人ソフトボール・ドリーム理事長）
をお招きし「努力は裏切らない－組織の力を強くするには－」をテーマにご講演をしていただくこととしており
ますのでご期待ください。
　本医学会は、JCHOに勤務する職員の皆様が一堂に会し、互いの成果を発表し、意見を交換する貴重な機会
です。各セッションで活発な議論が行われることを期待し、皆様の参加を心からお待ちしております。
開催概要の詳細につきましては、学会ホームページに随時掲示してまいりますので、ご確認くださいますよう
お願いいたします。http://www.jchs.or.jp/ 

第５回JCHO地域医療総合医学会の開催に向けて
一般社団法人地域医療機能推進学会 事務局長　中村 仁

第５回 JCHO 地域医療総合医学会 開催スケジュール（予定）
会場：パシフィコ横浜 会議センター

【１日目】　11 月１日（金） 【２日目】　11 月２日（土）
8:30 ～ 受付開始 8:15 ～ 受付開始

9:15 ～ 9:25 開会式 9:00 ～ 12:10 シンポジウム

9:30 ～ 10:30 会長講演 部会企画〔シンポジウム〕

10:45 ～ 11:45 特別講演 一般演題〔口演発表・ポスター発表〕　

12:00 ～ 13:00 教育セミナー 12:20 ～ 13:20 教育セミナー

13:10 ～ 16:30 継続テーマシンポジウム 13:30 ～ 14:30 会長企画シンポジウム

部会企画〔教育講演・シンポジウム〕 部会企画〔教育講演〕

一般演題〔口演発表・ポスター発表〕 一般演題〔口演発表・ポスター発表〕　

職場チームによる業務改善の取り組み発表 14:35 ～ 閉会式

17:15 ～ 17:45 職場チームによる業務改善の取り組み表彰式 　

17:50 ～ 懇親会 14:45 ～ 部会総会

※ スケジュールは変更する場合がありますのでご了承ください。
・職場チームによる業務改善の取り組み表彰式及び懇親会の会場は「横浜ベイホテル東急」です。
・PC センター受付時間は、11/1（金）8:30 ～ 16:30、11/2（土）8:15 ～ 14:00 を予定しています。
・ポスター掲示時間は、11/1（金）8:30 ～ 9:10、11/2（土）8:15 ～ 9:00 を予定しています。

ポスター
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北海道

東日本

東海北陸
四　国

近　畿

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP
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地区事務所
本部北海道四国地区管理部
東 日 本 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒866-0862

東京都港区高輪3-22-12 2F
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
熊本県八代市松江城町2-26 熊本総合病院健康管理センター棟4F

URL
https://www.jcho.go.jp/


